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評価項目（中項目） 評価結果 

Ⅰ-１  理念・基本方針 評価：Ｂ 

年度当初の全体職員会議で職員に対して周知を図

っている。外部に向けてはホームページやパンフ

レット等により周知を図っている。 

世話人へは理念や基本方針を伝えているが、変則

的な勤務のため、日々の振り返りは難しい状況が

ある。 

Ⅰ-２  計画策定 評価：Ａ 

法人の事業方針を基に、事業所の重点課題や具体

的な取り組み内容を事業計画に記載している。 

計画の策定にあたっては、課題改善や自律を目的

とした計画立案に努めた。 

Ⅰ-３ 管理者の責任とリーダーシップ 評価：Ａ 

日中事業所との協力体制を整え、いつでも連絡を

取れるようにしている。世話人の困りごとや入居

者の体調不良・心配ごとには、すぐに対応し改善

を図った。 

Ⅱ-１  経営状況の把握 評価：Ｂ 

事業所の経営状況については、毎月の管理者会議

にて経理部から共有が図られている。 

物価高騰の影響も少なからずみられたが、経営状

況には大きな影響はなかった。 

Ⅱ-２ 人材の確保・養成 評価：Ｂ 

法人全体の職員研修には世話人も参加している。 

世話人の雇用形態や高齢化などの理由から外部研

修への参加はできていない。 

引き続き世話人の高齢化が課題となる中で、後継

者の確保が必要である。 

Ⅱ-３ 地域との交流と連携 評価：Ａ 

地域ふれあい祭りや地域の祭りなどのイベントに

参加した。また、地域住民主催の夕涼み会では、

地域の方が声をかけてくれている。 



Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス 評価：Ｂ 

全職員が人権擁護、虐待防止に関するセルフチェ

ックを実施し、日ごろの支援の振り返りを行っ

た。また、虐待防止委員会を中心に虐待防止研修

を開催し、虐待に対する意識向上を図った。 

Ⅲ-２ サービスの質の確保 評価：Ａ 

入浴支援や通院同行など、世話人では対応できな

い支援については、日中事業所と連携しながら対

応した。日々の利用者の変化については日誌に記

録し、情報の共有を図った。 

Ⅲ-３ サービスの開始・継続 評価：Ａ 

現在は定員上限のため、新規の受け入れは受け付

けていないが、サービス利用開始時には契約書、

重要事項説明書等の資料を提示し、分かりやすく

丁寧な説明を心掛けている。 

Ⅳ-１ 利用者に応じた個別支援 

プログラム 

評価：Ｂ 

個別の相談や入居者会議などから、課題やニーズ

を集約し、入居者と一緒に解決策の検討を行い、

改善を図った。 

Ⅳ-２ 日常生活支援サービス 評価：Ｂ 

安心・安全に本人の望む生活ができるよう、日々

の状況把握や情報提供に努めた。余暇の過ごし方

では、入居者全員で出掛ける行事の企画ができて

いないため、次年度は計画的に実施できるよう取

り組む。 

Ⅴ-１ 生活環境の整備 評価：Ｂ 

入居者が快適に過ごせるよう、環境整備について

は適宜対応しているが、建物の老朽化については

住み替えも含めて法人で検討していく必要があ

る。 

Ⅵ-１ 緊急時の対応 評価：Ｂ 

法人で災害時ＢＣＰ、感染症対応ＢＣＰが策定さ

れ、有事の際は各ＢＣＰに沿って行動できるよう

整備されており、毎年見直しを実施している。 

また、入居者には管理者と協力事業所の職員へい

つでも連絡が取れるように連絡先を提示してい

る。 

Ⅶ-１ 就労意欲の醸成 非該当。 

＊着眼点の項目等を参考に、具体的な実施（達成）の状況や、未実施の場合はその理由など 

評価における根拠とともに、今後の改善計画（方針）なども記載してください。 

＊Ⅶ-１ 就労意欲の醸成」欄は、授産施設のみが該当します。 


